
オンライントーク：
ホントに必要？ 柏崎刈羽原発の再稼働
－電力需給の観点から考える

松久保 肇（原子力資料情報室）
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2東京エリアのEUE（停電予測量）は比較的高い

原発4基再稼働済みの九州エリアのEUEはかなり高い。女川2再稼働済みの東北も東電なみ

https://www.occto.or.jp/kyoukei/torimatome/files/250328_kyokei_torimatome.pdf

※EUE：需要1kWあたりの年間供給力不足量。基準値0.048kWh/kW・年を下回ることが
安定供給の基準
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エリア供給予備率（2024/8/5)
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東京エリア供給実績(2024/8/5)

火力(LNG) 火力(石炭) 火力(石油)

火力(その他) 水力 バイオマス

太陽光発電実績 風力発電実績 揚水

蓄電池 連系線 その他

エリア需要
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https://www.occto.or.jp/oshirase/shiji/files/250613_soteiyobiritsu.pdf
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2025/6/17 2025/6/18

東京エリア 広域予備率(%)

対象年月日 区分名
対象時
刻

広域ブロッ
ク需要(MW)

広域ブロック
供給力(MW)

広域ブロック
予備力(MW)

広域予備率
(%)

広域使用率
(%)

エリア需要
(MW)

エリア供
給力(MW)

エリア予備
力(MW)

広域予備率ブロック情報(週間) 2025/6/17最大需要 14:30 46487 49765.413 3278.413 7.05 93.41 46487 49171.413 2684.413

広域予備率ブロック情報(翌日・当日) 2025/6/17 14:30 48786 53296 4510 9.24 91.54 48786 53240 4454

広域予備率ブロック情報(週間) 2025/6/17最小予備率 17:00 45234 45051.639 -182.361 -0.4 100.4 45234 44897.639 -336.361

広域予備率ブロック情報(翌日・当日) 2025/6/17 17:00 46812 50865.66 4053.66 8.66 92.03 46812 49540 2728

広域予備率ブロック情報(週間) 2025/6/18最大需要 14:30 46687 49835.753 3148.753 6.74 93.68 46687 49169.927 2482.927

広域予備率ブロック情報(翌日・当日) 2025/6/18 14:30 47966 53748.026 5782.026 12.05 89.24 47966 53692 5726

広域予備率ブロック情報(週間) 2025/6/18最小予備率 17:00 45843 45530.424 -312.576 -0.68 100.69 45843 45426.424 -416.576

広域予備率ブロック情報(翌日・当日) 2025/6/18 17:00 93727.49 104560.27 10832.78 11.56 89.64 45966 50268 4302

6月17日・18日、東京エリアの需給が厳しくなった
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7データセンター需要が増加

https://www.meti.go.jp/shingikai/economy/watt_bit/pdf/001_01_03.pdf
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https://www.meti.go.jp/shingikai/economy/watt_bit/pdf/001_01_03.pdf

当初計画からの遅延、需要予測の誤差大

仮押さえによって需要予測が増大、実需になるか？



9適切な省エネ施策で電力需要は大幅に削減できる

１．クラウド移行
２．PUE (Power Usage Effectiveness) 、電力消費効率の向上
３．稼働率向上
４．サーバー効率向上
５．低稼働率時のサーバー停止

https://www.iea-4e.org/wp-content/uploads/2024/02/Policy-development-on-energy-efficiency-of-data-centres-draft-final-report-v1.05.pdf

前提：
2024年から2030年にかけて非ストリーミング
データは3倍以上、ストリーミングデータは4
倍以上増加すると予測



10カリフォルニア州の電力供給

太陽光の供給が減少する18時頃から蓄電池が大きく貢献

https://www.caiso.com/todays-outlook/supply
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原発再稼働による
値下げ効果

総原価
総原価（原発
再稼働しな
かった場合）

販売電力量
原発再稼働時

の単価

原発再稼働し
なかった場合

の単価

東電 -900億円 55,919億円 56,819億円 1,902億kWh 29.40円/kWh 29.87円/kWh

東北電 -372億円 19,743億円 20,115億円 687億kWh 28.74円/kWh 29.27円/kWh

北陸電
※

-115億円 5,497億円 5,612億円 260億kWh 21.14円/kWh 21.58円/kWh

中国電 -360億円 13,155億円 13,515億円 468億kWh 28.11円/kWh 28.88円/kWh

単価差額 月260kWh消費した場合の差額
原価算定期間の

平均原発設備利用率想定

東電 0.47円/kWh 122円 柏崎刈羽6/7、119億kWh、50%

東北電 0.53円/kWh 138円 女川2、39億kWh、54%

北陸電 0.44円/kWh 114円 志賀2、9億kWh、9%

中国電 0.77円/kWh 200円 島根2、45億kWh、65%

原発再稼働を見込む4社の申請上の原発再稼働による値下げ効果の検討

※北陸電のみ総原価は託送費用を除くため、単価が安くなっている
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柏崎刈羽原発6・7号機再稼働
での削減効果900億円の内訳

再稼働による市場での調達電
力料の減分：
-2,500億円

119億kWh×20.97円/kWh

再稼働による燃料費増：
+300億円

119億kWh×2.51円/kWh

原発固定費増: 
+1,300億円

※2024年度東京エリア平均
価格13.66円/kWhの場合

-1,625億円のため、削減効果
はほぼなし。



13東京電力は原発が稼働していないのに巨額の原子力購入電力量を支払ってきた

再稼働しても高い原発売電単価

2024年度
東京エリア
平均価格
13.66円

/kWh



142025年5月16日午後10 時 台湾脱原発達成

２０００年の民進党政権樹立から25年。脱原発は長期的な課題
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